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現在(2002年10月)、 ,イ ン ド・パキス タンの両国 はその 国境近 くに数十万 とい う大

量の兵力 を集結 してに らみ合 っている。この状態は直接には、2001年12月13日 にニュー

デリーにあるイン ドの連邦議会 をテロ リス トが襲撃 した ことに起 因 してい る。パ キ

スタンがテロリス トを送 り込んだ とイ ン ドは見ているのであ る。 しか し、両 国の 問

の緊張は実は1947年 の両国の分離独立以来、ほ とん ど一時 も休みな く継続 してい る。

両国は最近 ようや く国境地帯か らの兵力の引き上げ につ いて語 るようになった。戦

争 の危険 もこれによって遠のいた と思われ る。

ここでは、この両国の間の緊張が なぜ これほど長期 にわた って継続 して きたかに

主眼 を置いて述べる。同時に、そのことを通 じて、 日本 では な じみが うすい両国の

状況 も、筋道を立てて考 えれば決 して理解 を絶す るものでは ない ことを示 す ようつ

とめたい。

1.イ ン ド ・パキスタン紛争とは

現代の世界にはほ とん ど枚挙に暇が ないほど多 くの紛争が見 られ る。私 はその 中

で も、南北朝鮮 の対立、アラブ諸国民 とくにパ レスチナ人 とイス ラエル との対 立、

およびイン ドとパキスタンの対立が世界の三大紛争 であ る と考 える。先 に述べた よ

うにイン ド、パキス タンの独立は1947年 、北緯38度 線 による朝鮮半島の分断は45年 、

イスラエルの建国は48年 であった。これ らの紛争 は、 第二次世界大 戦 ・太平洋戦争

の終結、日本の植民地支配の瓦解、イギ リス帝国の弱体化、 ナチス ・ドイツに よる

ユ ダヤ人の迫害などを背景 として1940年 代 に生み出され、今 日まで継続 してい る。

また、これ らはいずれ も冷戦 と深 く結 びつ くようになった。多 くの識者 は冷戦の終

結が紛争 の時代 を生み出 したと主張す る。 しか しこの説 は一面的であって、冷戦そ

のものが多 くの紛争 を生み出し、あるいはすでにあ った紛争 をよ り深刻 なもの に し

たのである。

イ ンド ・パキス タン紛争 は、英領イン ドが二つの 国家 に分割 されて独立 した こと

に端を発 している。それなら、 この分割そのもの は どう して必要 になったのであ ろ

うか。
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一言で言えば
、英領時代 に宗教別人口で多数派であ ったヒン ドゥ教徒 と少数派で

あったムス リム(回 教徒、イスラム教徒)の 間に憎 しみが高 ま り、ついにはムス リム

が多数を占める地域がイン ドか ら分離 してパキス タンを作 った とい うこ とである。

これによって、イ ンド東部のベ ンガルと西部のパ ンジャーブ とい う二つの重要 な州

はイン ドに帰属する部分 とパキスタンに帰属す る部分 とに二分 された。パ キス タン

は当初 イン ドをはさんでその東西 に作 られたのだが、1971年 に さらにその東側 が西

側か ら分離 しバ ングラデシュ(ベ ンガル人の国)と して独立 した。

ムスリム多住地域がパキスタンを構成 した といって も、残 されたイ ン ドが純粋 に

ヒン ドゥの国 となったわけではない。イ ン ドの人口は2001年 に10億 を超 えたが 、そ

のうちの12%前 後はムス リムである。独 立まえのイ ン ドの人口のおよそ25%を 占め

ていたムス リムは、71年 以後 はイン ド、パキスタン、バ ングラデシュの問でほぼ三

等分 されている。 これ らの南 アジア主要3国 のムス リム人口は4億 に近 く、世界 のム

スリム約12億 の中で最大の集団をな している。

英領時代 のイン ドで高 まった宗派問の憎 しみ とは、 自然発生的 な ものだったのだ

ろうか。それは、 自然 に生 じた とい うよ りもはるか に人工的な ものであった といえ

るのであ る。ムス リムの上層あるいは知識階層の中に、 ヒン ドゥとムス リムの相違

やムスリムに対する多数派 ヒン ドゥの脅威 を強調 し、 イン ドがひ とつの もの として

独立す ることは受け入れ られないと主張 し、やがてパキス タンが成 立す る とその官

職 を独 占した人々がいたのである。

支配者であったイギリス も、イン ドを二つまた はそれ以上に分割 する可能性 を見

落 とさなかった。47年 の分離独立は一部のムス リム とイギ リス との合作 とい う性格

を持っている。このように言 うことは、 ヒン ドゥの中 にイ ン ドは本 来 ヒン ドゥの社

会であると排他的な主張 を繰 り返す勢力があった ことを無視 して よい とい うことで

はない。 この勢力 の流れ を汲むのが現在イン ドで連邦政府 の中枢 を握 っているBJP

(イ ン ド人民党)と いう政党 と、それを支える多数のヒン ドゥ主義的な団体である。

このように両国の分離は二つの宗教 グループの対立 の結果 であった。 この対 立は

独立後 の両国に持ち込 まれて、パ キスタンか らはヒン ドゥ、ス ィク教徒 な どムス リ

ムか ら見た異教徒の大部分が難民 としてイン ドに脱 出 を余儀 な くされ、 またイ ン ド

ではムス リムが今でも事実上の二級市民の立場 に置 かれている。 両国間の対 立 もこ

のようなそれぞれの国内状況 を背景 としてお り、 またこの対立は両国に膨大 な軍事

的負担 を背負わせている。今の時点で判断す るなら、分離が両国に とって致命 的な

誤 りであ ったことに疑問の余地はない。(こ の ことは、同 じように宗教 を基準 として
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イス ラエルが創設されたことの妥当性に も疑問を抱かせるのである。)

2.カ シ ミールの帰属問題

こうして誕生 したイ ン ド・パキスタンの問には今 日にいたるまでさ まざまな懸案

があるが、その中で際立 って重要なのはカシ ミール地方の帰属 をめ ぐる領土 問題 で

ある。

独立までの時期 について英領 イン ドとい う用語 を用 いたが、詳 し く言えばこのイ

ン ドには(一)イ ギリスのイン ド総督の直接統治下 に置かれたい くつか の州、つ ま

り厳密な意味の英領イ ン ドと、(二)条 約 によってイギ リスの支配下にあ り、外交権

はないが内政において事実上の 自由裁量 を持つ王国(藩 王国)の 二つの部分があった。

これらはそれぞれBritishIndia,PrincelyIndiaと 呼 ばれた。

前者の構成単位 となる州の数は徐 々に増え、分離独 立時には11と な り、その権 限

もイギ リスのイン ド統治法(基 本法、イン ド政府法 とす るのが訳 として正確)が 改 め

られるごとに拡大 して きた。 これに対 し、後者はお よそ500を 数えたが、数の上で も

イギリスに対する権限でもほとんど変化がなかった。 ただ しその規模 やイギ リスに

よる待遇 には大 きな差があ った。カシミールはそのよ うな王国の、 それ ももっ とも

有力 なそれのひとつであった。

分離独立に伴い、各王国はイ ンドかパキスタンの どち らに帰属す るかの選択 を与

えられたが、カシミールは両国のいずれ とも接する という戦略的な位置を持つ上 に、

住民の大多数はムス リムであるのに藩王 はヒン ドゥであ るとい う特殊 な事情 があ っ

て、藩王 の選択に時間がかかった。パキス タンか ら見 れば、 カシ ミールは住 民の宗

教的な構成か ら当然パキスタンの一部 を構成すべ きものであ り、パ キス タンPAKIS

TANのKは カシ ミールのKで あるといわれた。 そのため、8月 に独 立 したパキス タ

ンは10月 にまだ帰属 を決めていないカシミールを武力 に よって占領 しよ うとした。

ここで藩王が正式 にイ ン ドへの帰属 を表明 し、イ ン ドが軍隊 を送 ってパキス タンの

侵入 を防いだのである。 しか しイン ド軍がパキス タン軍 を撤 退 させ るの に失敗 した

ため、カシミールはイン ド側 とパキス タン側 とに二分 されて今 日に至 っている。 そ

の間の境界は、最初は国連の調停による停戦ライ ン、両国間の第3次 の戦争 に続 く72

年のシムラ協定か らは実効支配線(LoC)と 呼ばれている。

パ キスタンが カシ ミールの領有 を主張す る理由は上 に述べ た。パ キス タン支配下

のカシミールか ら首府のイスラマバ ー ドまでの距 離が非常に短い こともあげて よい

だろ う。これに対 し、イ ン ドがカシミールの領有を主張するのは、分離独立の詳細
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を規定 したインド独立法 という法律 が、各王国の帰属 はそれぞれの藩王の意思に よ

ると定めているか らで、この点でイン ドの主張に分がある。加 えて、 カシ ミール、

す なわちイン ドで言 うジャンムー ・カシミール州は、現在のイン ド28州 の中ではム

スリムが過半数を占める唯一の州である。パキス タンと違 って特定宗教 に よる立国

を否定 し、政教分離を建前 としてきたイン ドにとって、ムス リムが多 数である とい

う理 由でカシ ミールのパキス タン帰属 を認めることは 自らの構成原則 その もの を否

定することになるのである。

かつて国連安保理事会 のカシ ミールに関する決 議は同州 におけ る住民投 票の実施

を呼 びかけたが、これはいままで実施 されていない。パ キスタンはこれ をもってイ

ン ドが住民の自決権 を否認 してい ると非難する。 しか し、 イン ド独立法 に見 るよう

に少な くとも当時の藩王国の住民に自決権が認め られていた と見 ることはできない。

加えて、国連決議は住民投票 に先立 ってパキス タン軍 の全面撤 退が必要であ ると述

べている。ここで もパキス タンの立場 は成 り立たない。

カシミールはこうして両国の間で半世紀以上 も事実上の分割状態に置かれて きた。

それでは分割 されていても平和 であったのだろ うか。

3.冷 戦、アフガニスタン問題、核兵器の保有

その問題に入 る前に、両国の対立にお よぼした冷戦お よびアフガニス タン紛争 の

影響、な らびに両 国の核 の問題 に触 れておきたい。

イン ドとパキスタンは独立のほとん ど最初 から異 なった外交的 ス タンス を取 って

きた。イ ン ドは1955年 のアジアアフリカ会議(バ ン ドン会議)お よび61年 の第1次 非

同盟首脳会議の呼 びかけ国のひとつであ り、少 なくとも71年 までは非 同盟の立場 を

とった。 これに対 しパキスタンは55年 に東南アジア条約機構(SEATO)お よび中央

条約機構(CENTO)に 加盟 して冷戦においてアメリカの側に立ち、一時はアメ リカ

の軍事、基地もおかれていた。60年 にソ連の上空で撃墜されたアメ リカのU2ス パ イ偵

察機はパ キスタンか ら飛び立 ったものである。中ソ対立の激化 とともに60年 代 には

中国 とパ キスタンの接近が起 こった。71年 にバ ング ラデシュの独立運動がパキス タ

ン軍の激 しい弾圧 を受ける と、イン ドはソ連 との問に20年 間の友好条約 を結んだの

ちこの独立戦争に介入 した。パキスタンを媒介 とした中国 とアメリカの接 近 もこの

前後のこ とである。

イン ド、パキス タンは3回 の戦争 を起こしているが、 カシ ミール争奪戦の意味 を

持つ独立直後の第1次(47-49年)、 お よび第2次(65年)と は異 なって、71年 の第3
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次の戦争はバ ングラデシュの独立をもたらす とともに、南 アジアにおけるアメ リカ

+中 国+パ キスタン、ソ連+イ ンドとい う対立の構 図 を作 り上げた。 イン ド、パ キ

ス タンの対立が冷戦の中に組み込まれ、その解決がいっそ う難 しくなったのであ る。

その過程で、パキスタンはその占領す るカシ ミール地方 と中国 との境界 を画定 し、

さらに同地方の一部を中国に割譲 した。また、イ ン ド支配下の カシ ミールの一部 を

中国が 自国領であ るとして支配するようになった。 イ ン ドと中国の国境は今 日で も

全面的に未確定である。62年 には両国の国境戦争が起 こったが 、その こと自体が中

ソ対立の一部をなす ものであった。その意味で62年 の中印戦争 は79年 の 中越戦争 に

よく似ている。なお、99年 にパキス タン軍 はカールギルの近 くで実効支配線 を破 っ

て イン ド側 に侵入 し、一時は激戦 となった。これ をイン ド ・パ キス タンの第4次 戦

争 と呼ぶ人 もい る。

ベ トナム戦争の終結か ら数年 にしかならない79年 の末に、ソ連軍がその教訓か ら

何 も学ぶ ことな くアフガニスタンに侵入 した。これは友好 的な政権 を同国に維持 し

たいとす る意図による。 しかしアフガニス タンはパ キス タンお よびパキス タン支 配

下のカシ ミールに接 しているため、パキス タンに とってはイ ン ドと対抗 する上 での

戦略的な縦深(strategicdepth)を なしていた。そのためパキス タンはすでに同国

に亡命 していたイスラム過激派の諸勢力によるソ連へ の武力抵抗 を組織 し、のち に

アメリカ中央情報局やサウジアラビア とも協力 して 、 ソ連軍 と戦 うこ とに関心 を持

つ世界 中のイス ラム過激派 を呼び寄せ た。アルカイダ もそのひ とつであ り、多 くの

メンバ ーをこれ らの人々か らリクルー トした。その後 の展 開 を考 えるなら、 アルカ

イダは、イ ラン ・イラク戦争の期間アメリカが支援 したイ ラク と並 んで、 アメ リカ

に とっては 自らが創造 したフランケンシュタインの怪物 なのである。

ソ連軍は89年 に撤退 した。 しか しアフガニスタンの内戦は続 き、94年 にパ キス タ

ンから出撃 したタリバ ンが同国の大部分を支配 した ところへ2001年9月11日 のアメ

リカ同時多発テロが起こ り、アメリカによるアルカイ ダお よび これ と結 びついた タ

リバ ンへ の攻撃となった。パキスタンは従来の タリバ ン支持 の方針 をアメ リカの対

テロ戦争支持へ と転換 し、イン ドに対する戦略的縦 深 としての アフガニス タンの意

義はここで失われた。

しか し、パキスタンはアフガニス タンで戦った イス ラム武装勢力 の一部 を対 ソ戦

争の時期か らイン ド側のカシミールに送 り込んで、 イン ド軍や イ ン ドに近 いと見 ら

れる住民に対するテロ活動を行い、アフガニスタ ン戦争後 の現在 もそれ を継続 して

いる。
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冷戦、およびアフガニスタン情勢 と並んでイン ド・パキス タンの緊張 を高めたの

が両国の核保有である。98年5月 にイ ンド、ついでパキスタンが、核実験 を行 った。

実験 に際 しイン ドの国防相はこれは中国を脅威 としての ことである と述べ ている。

実際 にその ような脅威が存在 したとは考えられない。 その意味ではパキス タンの実

験 はよ り自衛的なものであったか もしれない。 しか しこれ もむ しろ口実 であって、

両国ともに核 を持つことが国際的な発言力 を確保す る もの とみている。 これ は冷戦

時代の意識である。両国 ともNPT(核 拡散防止条約)、CTBT(包 括的核実験禁止条約)

に加盟 していないのは核 を保有す るための道 を開いていたのである。

しか し、ここでのべ る余裕 はないが 、両国には核 保有 に対する抗 議や懸念 の声 も

また強いことを忘れてはならない。

4,最 近のイン ド、パキスタン情勢

イ ン ド、パキスタンの動 きを見ると、いずれの側 も、両国間の関係 を真剣 に改善

しようとしているのか疑念を持たされ る。パキスタンでは99年10月 にクーデタによっ

て軍部政権が誕生 した。 この政権 はパ キスタン側 カシ ミールか らイ ン ド側 カシ ミー

ルへのテロリス トの侵入 を停止 していない。侵入 を公 然 と認めるのではないが 、テ

ロ行為 をカシミール人のイン ドか らの正当な独立運動 であ るとしている。軍部政権

を率いる大統領は、カシ ミール問題はすべてのパキスタン人の血に流れているといっ

ている。なお、2002年10月10日 の総選挙の結果、軍 人大統領の下にで はあ るが民政

への移行 が見 られた。

イン ドでは、80年 代からヒン ドゥ主義、つま りイ ン ドはヒン ドゥの国であ り、ム

ス リム、キリス ト教徒、共産主義者な どに居場所はないとす る思想が台頭 している。

この思想はガンデ ィー暗殺や初代首相ネルーの徹底 した政教分離の政策 な どによっ

て一時は後退 していたが、70,80年 代の中間あるいは下層諸 カース トの台頭 に対す

る上層諸 カース トの反発 を背景に復活 した。98年 か らはこの動 きを代表す るBJPが

政権 を握 っている。この政権が成立後 まもな く行 ったことのひとつが核実験 である。

ヒン ドゥ主義によるムス リムへの圧迫が進めば、 当然 それはパ キスタ ンとの関係

に反映す るであろう。その意味でBJP政 権の成立以来の5年 間で最 も注 目されるイ ン

ド国内の出来事は、西イン ドのグジャラー ト州における2002年2月 以降 の少 数派 ム

ス リムへ の圧迫 である(同 州のムス リム人口比 は9%)。 同州 は中央政府 と同 じく

BJPが 州政権 を握 っている。そのグジャラー トで、2月27日 、 ヒン ドゥ主義者 を大

量 に乗せ た列車の2両 がムスリムとされる人々に焼 き討ち され多 数の焼死者 を出 し
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た。 これはなぞの多い事件 である(夜 行列車に当然そ なわっているはずの乗客 リス ト

が発表 されていないな ど)。 しか し同州の ヒンドゥ主義の諸団体は、 この事件 に対す

るヒン ドゥ教徒 の当然の報復であるとして、その翌 日か ら数週 間の間、同州最大 の

都市アフメダバ ー ドを始めほとん ど全州でムスリムに対する虐殺、焼 き討 ち、略奪 、

追放を行 った。ある有力な全国英字紙はこれ をポグロム と呼 んでい る。 この暴動 は

同州25県 の24県 で起 こったと警察の報告は記 している。 もっ とも、警察 は、一般的

にもまたこの場合 にも多数派のヒンドゥの立場 に偏 り、その暴行 を見て見ぬふ りを

するかあるいは加担 したとされる。2月27日 の夜、州の首相は、州 の行政 と警察の

幹部たちに、翌 日か らの ヒン ドゥの報復 を見逃す ようにと指示 した。

連邦制を とるイン ドで、グジャラー トは主要15州 の うちBJPが 政権の座 にあ る唯

一の州である
。その意味では、このような出来事 は例外的であ るといえるか もしれ

ない。 しか し、主要な州のい くつかは州議会選挙 を近い将来に控 えている。それ ら

の州においてBJPに 対抗 しうる有力な政党は必ず しも存在 しない。 しか も、 グジャ

ラー トでは暴動 のため延期 されていた定期の州議会選挙が12月 に行 われ、BJPが 議

席の3分 の2を 握 る とい う結果で、州首相は英雄 として首相に再 選 された。 同州 での

暴動はそれに先立つい くつかの州議会選挙でBJPが 敗北 したこ とへ の ヒン ドゥ主義

か らの巻 き返 しであると位置づけ られる。ムスリムに対す る憎悪 をか き立て るこ と

によって多 数派のヒン ドゥ票 を固めようとしたのであ る。その意味 では独立 の前夜

に似た状況 が作 り出 された。グジャラー トの出来事 は他 の諸州で繰 り返 され る可能

性があ り、現 にBJPな どの勢力はその可能性 を検討 している。

グジャラー トの状況はこのようにパキス タンとの関係の悪化に役立つ ものであ る。

一方でカシ ミールの状況は どうであろうか
。同州で も9月 か ら10月 にか けて州議会

選挙が行われた。その結果はグジャラー トとは違って希 望 を持 たせ るものであ る。

分離の声が強 く、パキス タンか ら送 り出されて くるテ ロリス トが暗躍す る中で、投

票率が40%台 にとどまったのはやむをえない。 しか し選挙 は公正 に行 われた と見 ら

れている。その結果、与党 と野党が入れ替わ り、BJPは 敗北 した。 連邦政府が州政

府やさらには分離派 との対話 を深め、同州の将来を考 える好機が到来 したのであ る。

5.平 和の見通 し、 日本の役割

イン ド、パキスタンの関係 と両国の国内情勢 を一通 り述べて きた。 こ こか らどの

ような見通 しが得 られるだろうか。

両国の関係改善のためにはカシ ミール問題の解決が必要 であ る。それ には、現 在
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のLoCを 国境 としてカシ ミールを分割する外 におそ ら く方法はないであ ろう。 問題

は、このような解決 を住民 との対話 を通 じて どう導 き出すかである。

カシ ミール問題の解決のためには、両国はLoCや その他の国境 で対時 して いる軍

隊 を引き離 し、さらに軍備の縮小 を図 らなければならない。軍事費の削減は、両 国

が抱 える貧 困問題の解決に とって も欠かせ ない。 また ヒン ドゥ主義 の ような原理主

義 は貧 困の広範な存在を必要 とす る。経済の発展、国内格差 の縮小、貧 困や飢餓の

解決は、原理主義の克服に必要である。

軍備の縮小は膨大な額に上る兵器輸入の停止 をふ くむだろ うし、 両国の核 兵器へ

の国際的な監視 に行 きつ く必要がある。 しか し、 これ らは何 らかのアジア的規模で

の軍縮や非核化 と結 び付けなければイン ド、パキスタ ンに対 して説得 力 を欠 く。そ

の意味で、両国間の緊張 と両国の核保有ははからず もアジア全体 の緊張緩和 と非核

化の課題を提起 している。

現在(2003年1月)、 アメリカはイラクに対 して振 り上げた こぶ しを打 ち下 ろそ う

とし、そ うはさせまい とする勢力 と拮抗 している。ここで不可思議なのは、南 アジ

ア7力 国で構成する域内協力機構SAARCが インド、パキスタン両国の関係悪化によっ

てほ とんど機能を停止 してお り、近隣での戦争の可能性に対 し何 の共 同行動 も取 ら

れていないことである。

SAARCは この点でASEANか ら学ば なけれ ばならない。最近のASEANの 動 きに

は 目を見張るものがある。その2002年7月 の外相会議 は、南北朝鮮 の対話の機 運 を

歓迎 し、イス ラエルとパ レスチナの平和的交渉 を呼びかけ るとともに、イ ン ド、パ

キスタンに対 して も懸案の平和的解決 をアピール してい る。

日本 は、たとえばODAを より社会の底辺層の底上 げに役立つ ように、そ して よ り

緊張緩和 に有効に、用 いることができる。 しかし、 日本 がはたすべ きよ り大 きな課

題 は、ほかならぬ 日本 の周辺での緊張緩和 に貢献す るこ とである。 このことが イン

ド、パ キスタンに軍縮を促す もっとも有効 な道である。両国に核兵器 の廃棄 をよび

かけて も、 日本 は核の傘の下にあるではないか、 と反論 される。平和 の実現 はアジ

ア的、世界 的規模の課題であ り、局部的にそれを図 るのは不可能 だ ということであ

る。それがグローバル化 ということの ひとつの面であろう。
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